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■はじめ‘こ

　川界的に環境に対する関心が高まり，よりクリーンで

より経済的な船外機がlll場から望まれる中，小型ボート

でのフィッシングをはじめとする多種多様な用途にこた

えるべく，新たに4サイクル15馬力船外機F15A（図1）

を開発した．

回開発の狙い

　小型ボートに1人で乗っても家族｛人で乗っても楽々

とフレーニングして快適なポーティングが楽しめるとい

うJJ強い航走性能と環万こ規制のllllj、Zを柱に、低燃費，低

振動．低騒音．高い信頼性，そして取り扱い’性のよい基

本機能を市視した小型4サイクル船外機をめざした．

目主要諸元

i：要諸元を表1に示す．

表1　主要諸元

エンジン タイプ 4サイクル2気筒

SOHC
ボア＊ス．トローク 59＊59mm
排気量 323cc

プロペラシャフト出力 11kw（15psl／5，000rpm

気化器形式 1キャブレタ

潤滑方式 ウエットサンプ

オイルパン容量 1L
冷却方式 水冷

点火方式 CDl
発電容量 12V－10A（120W）

始動方式 手動式リコイルスタータ

電動式スタータ

ドライブ シフト 前進一中立一後進

減速比 13：27（2．08）

トランサムハイト S，　L

駆構造と特徴

4．1　エンジン（図2）

図1　Fl　5A

　エンジン開発にあたり、投資削減をはかる狙いから現

行F9．9馬カモデルの既存設備を使用することとし．既存

モデルと同じボア径，ボアピッチとした．排気疑は・1サ

イクル15馬力クラスでは最も大きい323ccに設定した．

商品コンセフトである、家族・1人乗っても楽々プレーニ

ングする力強さを得るため，吸気管長とバルブタイミン

グの最適化により，　　　　．　．一．・．・

　　　　　　　　　　K　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t’

プのスピード、加速，　＼二．・一．．

フレーニング性能を　　　H’

達成した．　　　　　図2　エンジンレイアウト

4．2電装

　1’ピr巡i角M・ij御のCDI点火を採川した．発電能力は

120Wまで設定し，エンジン保護システムとして油圧低

ド時のランフ警告と回転ダウン、過回転防lllシステムを

織り込んだ．
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4サイクル船外機F15A

4．3　　コントローJレ

　小型船外機では操船者が船外機に直接手でふれて操作

するため，各部の操作性は重要な商品性となる．始動時

のチョークノブ，リコイルスタータグリップ，電動スタ

ー タスイッチ，および油圧低下警告ランプは図3に示す

ように，前面のコントロールパネルに集中配置した．運

転時に操作するシフトノブはステアリングハンドルの付

け根に，ストップスイッチはステアリングハンドルに設

置した．また図4に示す，信頼性の高いコンパクトなス

テアリングフリクション機構を新規開発し，ステアリン

グフリクションレバーをボトムカウリング前面にオプシ

ョン装備した．これらにより操船者に無理な姿勢を強い

ることのない使いやすい操作系となった．

警告ランプ

図3　コントロールパネル

図5　ブラケット

已ng「tVket・“‘

4．5　ロワー

　ロワーユニットは，性能と信頼性にf・分実績のある2

サイクル15馬力のものを使用した．

4．6　カウリング

　小型船外機は持ち運びされることが多く，軽量化の・

つとして，トップカウリングは従来のSMC製法ではな

く樹脂インジェクションとし，エアダクト部はアルミダ

イカスト品から樹脂成形品に変更して軽量化とコストダ

ウンをはかった．またエアダクト部はカウリング内側か

ら取り付ける構造とし，新しいデザィンディテールと耐

水入り性の両立を達成した．

4．7　デザイン

　4サイクル船外機のラインナップの一’つとしてF50，

F25モデルと同じ流れをくむデザインに仕上げた．

囹翻垣勇こ11

　F15Aはクラストップの運動性能と多くのフィーチャ

やベネフィット，また豊富なバリエーションをもつ船外

機としてできあがった．世界中の多種多様な用途に十分

こたえることのできる船外機であると確信している．

図4　ステアリングフリクション

●著者

4．4　ブラケット

　図5はブラケットを示すが，ショートとロングそれぞ

れのトランサムに最適なマウントスパンを設定した．ア

ッパマウントは新しい考え方を取り人れ，前後左右方向

のバネ特性を最適となるよう設計した．ハンドルグリッ

プはウェイト付きグリップを新規開発した．これらによ

り，ハンドル振動，艇体振動を低減させ，また良好な操

縦安定性を確保した．
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